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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月8日(2014.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の脳内の所定の領域における脳活動を示す信号を検知するための脳活動検知手段
と、
　前記脳活動検知手段により検知された信号から、脳神経の活動のパターンをデコードす
るためのデコード手段と、
　脳機能を訓練させる対象となっている事象に対して事前に取得されている目標活性化の
パターンについての情報を格納するための記憶手段とを備え、
　　前記事象は、脳神経の活動のパターンが、いずれのクラスに分類されるかという識別
問題に帰着され、
　　前記デコード手段は、事前に前記活動パターンの前記クラスへの分類処理を機械学習
したデコーダであり、
　前記デコード手段のデコード結果に基づいて、前記目標活性化のパターンに対する前記
デコード結果の近似度に応じて、前記近似度に対応する報酬値を算出する演算手段と、
　前記報酬値の大きさを示す呈示情報を前記被験者に対して呈示するための出力手段とを
さらに備える、脳機能訓練装置。
【請求項２】
　前記演算手段は、前記呈示情報として、前記事象を呈示することなく前記報酬値に対応
する前記呈示情報を呈示するための情報を、前記出力手段に対して出力する、請求項１記
載の脳機能訓練装置。
【請求項３】
　前記脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおける競技直前に起こる
過緊張または競技不安を軽減であり、
　前記目標活性化のパターンは、訓練者の精神的にリラックスした状態の脳内活動パター
ンである、請求項１または２記載の脳機能訓練装置。
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【請求項４】
　前記脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおけるイメージトレーニ
ングであり、
　前記目標活性化のパターンは、本番での競技の実行のための緊張感があり、かつ、肩の
力を抜いている状態が両立している脳内の活動状態の脳内活動パターンである、請求項１
または２記載の脳機能訓練装置。
【請求項５】
　被験者の脳内の所定の領域における脳活動を示す信号を検知するための脳活動検知装置
の信号から、脳神経の活動のパターンをデコードするためのデコード装置を用いた脳機能
訓練方法であって、
　脳機能を訓練させる対象となっている事象は、脳神経の活動のパターンが、いずれのク
ラスに分類されるかという識別問題に帰着されるものであり、
　前記デコード装置が、事前に前記活動パターンの前記クラスへの分類処理を機械学習す
るステップと、
　前記脳活動検知手段により検知された信号から、前記デコード装置により脳神経の活動
のパターンをデコードするステップと、
　前記脳機能を訓練させる対象となっている事象に対して事前に取得されている前記目標
活性化のパターンに対する前記デコード結果の近似度に応じて、前記近似度に対応する報
酬値を算出するステップと、
　前記被験者に対して、前記報酬値の大きさを示す呈示情報を呈示するステップとを備え
る、脳機能訓練方法。
【請求項６】
　前記呈示情報を呈示するステップにおいては、前記呈示情報として、前記脳機能の訓練
対象となっている事象を呈示することなく前記報酬値に対応する前記呈示情報を呈示する
ための情報を、出力装置に対して出力する、請求項５記載の脳機能訓練方法。
【請求項７】
　前記脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおける競技直前に起こる
過緊張または競技不安を軽減であり、
　前記目標活性化のパターンは、訓練者の精神的にリラックスした状態の脳内活動パター
ンである、請求項５または６記載の脳機能訓練方法。
【請求項８】
　前記脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおけるイメージトレーニ
ングであり、
　前記目標活性化のパターンは、本番での競技の実行のための緊張感があり、かつ、肩の
力を抜いている状態が両立している脳内の活動状態の脳内活動パターンである、請求項５
または６記載の脳機能訓練方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、対象となる事象に対する学習を行う脳機能訓練装置および脳機能訓練方法に
関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
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　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、神経活動のデコ
ーディング方法を使用して、ユーザ自身の行動により所定の脳機能を更新することを支援
することが可能な脳機能訓練装置および脳機能訓練方法を提供することである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　この発明の１つの局面に従うと、脳機能訓練装置であって、被験者の脳内の所定の領域
における脳活動を示す信号を検知するための脳活動検知手段と、脳活動検知手段により検
知された信号から、脳神経の活動のパターンをデコードするためのデコード手段と、脳機
能を訓練させる対象となっている事象に対して事前に取得されている目標活性化のパター
ンについての情報を格納するための記憶手段とを備え、事象は、脳神経の活動のパターン
が、いずれのクラスに分類されるかという識別問題に帰着され、デコード手段は、事前に
活動パターンのクラスへの分類処理を機械学習したデコーダであり、デコード手段のデコ
ード結果に基づいて、目標活性化のパターンに対するデコード結果の近似度に応じて、近
似度に対応する報酬値を算出する演算手段と、報酬値の大きさを示す呈示情報を被験者に
対して呈示するための出力手段とをさらに備える。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　好ましくは、演算手段は、呈示情報として、事象を呈示することなく報酬値に対応する
呈示情報を呈示するための情報を、出力手段に対して出力する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　好ましくは、脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおける競技直前
に起こる過緊張または競技不安を軽減であり、目標活性化のパターンは、訓練者の精神的
にリラックスした状態の脳内活動パターンである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　好ましくは、脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおけるイメージ
トレーニングであり、目標活性化のパターンは、本番での競技の実行のための緊張感があ
り、かつ、肩の力を抜いている状態が両立している脳内の活動状態の脳内活動パターンで
ある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２４】
　この発明の他の局面に従うと、脳機能訓練方法であって、被験者の脳内の所定の領域に
おける脳活動を示す信号を検知するための脳活動検知装置の信号から、脳神経の活動のパ
ターンをデコードするためのデコード装置を用いた脳機能訓練方法であって、脳機能を訓
練させる対象となっている事象は、脳神経の活動のパターンが、いずれのクラスに分類さ
れるかという識別問題に帰着されるものであり、デコード装置が、事前に活動パターンの
クラスへの分類処理を機械学習するステップと、脳活動検知手段により検知された信号か
ら、デコード装置により脳神経の活動のパターンをデコードするステップと、脳機能を訓
練させる対象となっている事象に対して事前に取得されている目標活性化のパターンに対
するデコード結果の近似度に応じて、近似度に対応する報酬値を算出するステップと、被
験者に対して、報酬値の大きさを示す呈示情報を呈示するステップとを備える。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　好ましくは、呈示情報を呈示するステップにおいては、呈示情報として、脳機能の訓練
対象となっている事象を呈示することなく報酬値に対応する呈示情報を呈示するための情
報を、出力装置に対して出力する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　好ましくは、脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおける競技直前
に起こる過緊張または競技不安を軽減であり、目標活性化のパターンは、訓練者の精神的
にリラックスした状態の脳内活動パターンである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　好ましくは、脳機能を訓練させる対象となっている事象は、スポーツにおけるイメージ
トレーニングであり、目標活性化のパターンは、本番での競技の実行のための緊張感があ
り、かつ、肩の力を抜いている状態が両立している脳内の活動状態の脳内活動パターンで
ある。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２９】
　本発明の脳機能訓練装置および脳機能訓練方法によれば、脳内の神経活動のデコーディ
ング方法を使用して、所定の脳機能の対象となる事象について、被験者自身がその脳機能
の訓練のための行動を実施することが可能となる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、本発明の脳機能訓練装置および脳機能訓練方法によれば、脳内の神経活動のデコ
ーディング方法を使用して、被験者に対して訓練対象となる事象についての訓練を行うこ
とが可能となる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　あるいは、本発明の脳機能訓練装置および脳機能訓練方法によれば、被験者に訓練対象
となる事象に対応した刺激を与える必要がない。したがって、被験者が使用する訓練端末
を小型化することが可能である。
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